
オープン記念大特集

￥3,900
3点セットUV非球面レンズ付

（普段常用メガネ又お近くの老眼用に！）

創業祭　4/5（火）まで

メガネ・補聴器作りのプロショップ

宗像市土穴二丁目１・17 　Ｐ/福銀うら兼用へどうぞ20台有り（福岡銀行・赤間支店となり）
電話 ３３ー７７３８

今だから

オシャレなメガネが
薄型遠近両用
メガネ3点セット
¥15,800より

非
常
勤
任
用
職
員
募
集

（3） むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報係☎0940（36）1055まで

大島御嶽山遺跡
調査報告会開催

No.191平成23年3月1日お知らせ

●日時　３月20日（日）10：30〜12：00
●会場　宗像ユリックス・展示室３

【大島御嶽山遺跡の概要】
　神湊からフェリーで約25分、県内最大の島として知られる大島の中心部にそびえる御
嶽山（標高224m）の山頂にあります。
　山頂へは、大島港渡船ターミナルから車で約10分、宗像大社の中津宮から徒歩で約30
分の軽登山で行くことができます。
　発掘調査では、たくさんの遺物が出土しました。これらの遺物は、祭祀（さいし）に伴
うものと考えられます。
　出土遺物の種類は豊富です。調査では、多量の土師器（はじき）や須恵器と呼ばれる土器類、
軟らかく加工しやすい滑石（かっせき）で作られた人や船、馬などのミニチュア（ひな形）

が数多く出土しました。
　また、今回の調査では、奈良県の正倉院に
納められ、当時の高貴な人たちに愛用された
奈良三彩小壺も出土しています。そのほか、
鉄や銅でできた武器や器のミニチュアなども
出土しています。これらの数をすべて合わせ
ると、数千点にのぼります。
　出土遺物は主に、８〜９世紀（奈良～平安
時代）のものです。遺跡の特徴は、「宗像・沖
ノ島と関連遺産群」の構成資産の一つである
沖ノ島の祭祀遺跡とよく似ていて、出土遺物
も同じものが数多く認められます。

　今回の調査は、大島御嶽山遺跡と沖ノ島の関連性を考える上で、非常に重要なものとし
て注目されています。
　

■問い合わせ先　市民活動推進課文化財係　☎（36）１５４０

御嶽山山頂で発見された祭祀遺跡

神にささげられたさまざまなミニチュア品

　市では、昨年９月から実施していた大島
御嶽山（みたけさん）遺跡の調査報告会を
開催します。同遺跡から出土した遺物や発
掘調査の写真、世界遺産登録暫定リストに
記載されている「宗像・沖ノ島と関連遺産
群」のパネル展示を実施します。
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